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　　　西湖・河口湖氷まつり
イベント案内

　　　西湖・河口湖氷まつり
イベント案内

２００５

　西湖野鳥の森公園・河口湖畔梨宮公園の２会場で、それぞ

れのテーマの「氷のオブジェ」を公開します。楽しいイベン

ト内容を企画していますのでぜひ一度ご来場下さい。

　西湖野鳥の森公園・河口湖畔梨宮公園の２会場で、それぞ

れのテーマの「氷のオブジェ」を公開します。楽しいイベン

ト内容を企画していますのでぜひ一度ご来場下さい。

●西湖野鳥の森公園　樹氷まつり
　　日　程　　１月２９日（土）～２月６日（日）

　　場　所　　西湖野鳥の森公園（西湖畔）

　　内　容　　氷オブジェの公開、樹氷のライトアップ、特産品等の販売、

　　　　　　　太鼓演奏、クラフト体験教室、焚き火等

　　特　色　“冬の自然がつくり出す氷の世界を富士山の見える壮大な雰囲気の中で楽しむ“

　　　　　　　※今年は、ダイナミックな氷滝と御成婚記念夫婦氷など、見どころいっぱいな氷像が見

　　　　　　　　られますので、ご来場下さい。又、場内土日限定メニュー販売、西湖カレーマップ等

　　　　　　　　の企画も用意しております。

●梨宮公園・氷の庭園
　　日　程　　１月１５日（土）～２月６日（日）

　　場　所　　梨宮公園（河口湖畔）中原淳一美術館敷地内

　　内　容　　「氷月花」をテーマとした氷のオブジェたちの公開、幻想的なライトアップ、甘酒販売

　　　　　　　※甘酒販売期間：1月15、16、22、23日（冬花火開催日）、1月29日～2月6日

　　特　色　“芸術的な「氷の庭園の世界」氷・月・花が繰り出す、幻想的な世界が待っています。”

●西湖野鳥の森公園　樹氷まつり
　　日　程　　１月２９日（土）～２月６日（日）

　　場　所　　西湖野鳥の森公園（西湖畔）

　　内　容　　氷オブジェの公開、樹氷のライトアップ、特産品等の販売、

　　　　　　　太鼓演奏、クラフト体験教室、焚き火等

　　特　色　“冬の自然がつくり出す氷の世界を富士山の見える壮大な雰囲気の中で楽しむ“

　　　　　　　※今年は、ダイナミックな氷滝と御成婚記念夫婦氷など、見どころいっぱいな氷像が見
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　　　　　　　※甘酒販売期間：1月15、16、22、23日（冬花火開催日）、1月29日～2月6日

　　特　色　“芸術的な「氷の庭園の世界」氷・月・花が繰り出す、幻想的な世界が待っています。”
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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

平成1６年度　これまでの主な成果

自然再生研究会の会員によるビオトープ整備（１）

（１）�ゲンジボタルとオオムラサキ

　ゲンジボタルの飼育では、これまでで最大の約2、600頭の幼虫、約200頭の成虫の成

果。6月26日にはホタルの夕べを開催、ジュニアレンジャーの子どもたちによって約

100頭の成虫が美術館施設に放されました。美術館・生活館・ハーブ館・ミューズ館や

各公園管理部・河口湖ロータリークラブの方々のご協力によって維持できている河口

湖畔４ヶ所のビオトープ施設も、自然再生研究会（下記）にも協力してもらえること

になりました。

　オオムラサキは、2002年１月に河口地区で初めて野外越冬幼虫を見つけましたが、昨

年12月にも21頭の越冬幼虫を確認（4冬連続）、自然のビオトープ（「生物の住む場所」の意

味）として雑木林が重要なことを示せました。

　第7回のホタル・オオムラサキ賞も、町内の小中学校のご協力で185点の応募をいただき、入賞作品を合併後はじめての文化

祭で披露することが出来、現在1年間の予定でフィールドセンターに展示しています。

（２）�絶滅危惧草原性蝶類の幼虫・成虫の生態調査

　昨年度から昭和大学萩原康夫先生と共同で開始したミヤマシジミの調査も大きく進展し、昨年11月に「絶滅危惧種ミヤマシ

ジミの保全に関する基礎的研究２．成虫と幼生の分布からみた個体群構造について」と題して野生生物保護学会と日本鱗翅学

会で発表。自然環境保全研究活動助成基金の研究助成でも全国５件の中に入れました。

（３）�ニホンリスの生態調査

　フィールドセンター周辺でのニホンリスの生態調査は、森林総合研究所多摩森林科学園・東京農工大学との共同で３年目を

迎え、アカマツの球果が重要な餌となっていることなどがわかってきました。発信器をつけた個体の追跡でも秋から冬のデー

タが得られ、念願だった5合目でも10月から12月に追跡することができました。

（４）�ニホンイノシシ・ニホンザルの被害予測のための生態基礎調査

　３年前から東京農工大学と共同で実施しているニホンイノシシの生態調査では、発信器はつけられませんでしたが、前年に

続いて御坂山脈約6500ｈａの範囲で行われたイノシシ道調査では、5月になると前年12月より減少し、8月にかけて増加してい

たことがわかりました。また、今年度から東京農工大学・山梨県環境科学研究所と共同ではじめたニホンザルの生態調査も、12月

までに河口群の１♂、浅川群(吉田群)の２♀１♂に発信器をつけ追跡しています。

（５）�その他

　1月から開始された富士河口湖町公認ネイチャ－ガイド養成講座にも協力しましたが、１期・２期ともに素質と熱意をもっ

た受講生に恵まれ計37名が巣立っていきました。

　これから3月にかけて平成16年度のまとめと平成17年度にむけての準備をしっかりしたいと思っていますが、今年もご協力

をよろしくお願いいたします。

　河口湖畔４ヶ所のビオトープ施設も７年目を迎え、草が生えそろって良い条件になってきていましたが、植物の伸びすぎの

場所も目に付くようになってきました。そんな折、昨年11月に「昔の豊かな日本の自然

を再生するにはどうしたらよいか」を考え実践する大学院生・大学生を中心とした組織

「自然再生研究会」（現在は東京農工大学・宇都宮大学の大学院生が主体）が発足しました。

12月8日には全ビオトープ施設６ヶ所を見学してもらい「他県でも色々見てきましたが、か

なり良い状態ですね」との感想ももらい、維持管理にも協力したいとの申し出をもらっ

ていました。

　そこで27日に4人の協力で、暖冬の影響からか草が

伸びて溜まってしまった美術館施設の水路をきれい

にしてもらいました（写真）。12月末でも青々して

いる草の下からマメゲンゴロウやミズカマキリ（写真）、カゲロウやカワゲラの幼虫も見

つかり「初めて見ました」といいながら作業と並行して熱心に観察していました。これら

水生生物が冬越しできる環境になり、ホタルの幼虫の餌になるカワニナも順調に生育して

いましたので、今年のホタルの時期が楽しみです。
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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

～
家
庭
・
企
業
・
行
政
に
で
き
る
こ
と
～

子
育
て
支
援

　
南
都
留
地
区
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
男
女
共
同

参
画
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
西
桂
町
を
会
場
と
し

て
「
男
と
女
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
12
月
４
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
全
体
で
「
子
育
て
支
援
」
に
取
り
組
む
こ
と

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
元
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
館
長
の
吉
原
五
鈴
子
先
生

の
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
ト
で
、
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ

る
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
表
要
旨
を
紹
介

し
ま
す
。

○
佐
藤
安
子
さ
ん
（
㈱
シ
チ
ズ
ン
電
子
資
材
部
リ
ー
ダ
ー
）

　
　
　
富
士
河
口
湖
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

 

「
企
業
人
と
し
て
、

母
親
と
し
て
」
両
立
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
、

感
じ
た
こ
と

　
　
女
性
が
責
任
あ
る

　
立
場
で
仕
事
を
す
る

　
こ
と
、
自
分
自
身
が

　
生
き
生
き
と
仕
事
を

　
し
た
い
、
地
域
社
会

　
と
の
接
点
を
持
ち
た

　
い
と
い
う
自
分
の
生

　
き
方
と
、
思
春
期
の

　
子
育
て
で
の
悩
み
、

　
奮
戦
な
ど
、
家
族
の
協

　
力
と
職
場
の
理
解
に
よ
り
実
現
で
き
た
。

○
植
松
久
代
さ
ん
（
山
中
湖
村
役
場
　
福
祉
保
健
課
）

 
 

「
げ
ん
き
に
生
ま
れ
育
つ
や
ま
な
か
こ
っ
こ
計
画
」

　 

策
定
を
通
じ
て
地
域
・
み
ん
な
で
・
子
育
て
支
援

　
　
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
策
定
に
あ
た

　
り
、
ニ
ー
ズ
調
査
や
住
民
と
の
子
育
て
座
談
会
、

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
通
し
て
、
そ
こ
か
ら

　
見
え
て
き
た
課
題
や
問
題
点
、
意
見
を
計
画
に
反

　
映
さ
せ
た
。
数
値
目
標
を
掲
げ
、
16
年
４
月
か
ら

　
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
　
子
ど
も
た
ち
が
育
ち
、
ま
た
村
に
帰
っ
て
き
て

　
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
は
ま
ち

　
づ
く
り
。

○
曾
根
完
樹
さ
ん
（
富
士
吉
田
市
立
　
富
士
小
学
校
）

「
男
の
子
育
て
の
楽
し
さ
と
難
し
さ
」
育
児
休
暇
　

を
と
っ
た
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
　
子
育
て
に
男
も
関
わ
る
べ
き
、
特
に
小
さ
な
こ

　
の
時
期
は
二
度
と
こ
な
い
。
育
児
休
暇
取
得
に
は

　
職
場
の
理
解
と
家
族
の
協
力
が
す
ご
く
大
事
。
行
政

　
の
子
育
て
支
援
事
業
は
救
い
だ
っ
た
。
子
育
て
に
関

　
わ
っ
た
体
験
に
よ
り
現
場
復
帰
後
教
師
と
し
て
の

　
姿
勢
に
変
化
が
あ
っ
た
。

○
進
藤
中
さ
ん
（
山
梨
中
央
銀
行
　
人
事
部
長
）

「
子
育
て
支
援
に
お
け
る
当
行
の
役
割
」
企
業
と
　

し
て
何
が
で
き
る
の
か

　
　
現
状
と
し
て
、
育
児
休
業
法
、
男
女
雇
用
機
会

　
均
等
法
等
制
度
は
あ
る
が
実
行
が
伴
っ
て
い
な
い
。

　
企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て
被
用
者
に
指
導
、
教

　
育
が
必
要
。
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
う
け

　
て
2
0
0
5
年
４
月
ス
タ
ー
ト
に
む
け
て
行
動
計

　
画
策
定
を
進
め
て
い
る
。
①
育
児
休
業
取
得
者
の

　
数
値
目
標
を
設
定
（
男
性
も
含
め
て
）
②
出
産
、

　
子
育
て
に
よ
る
退
職
者
に
再
雇
用
制
度
　
③
制
度

　
休
暇
の
拡
充
な
ど

ー
ズ
ン
思
い
は
あ
っ
た
も
の
の
現
実
的
に
不
可

能
な
９
年
間
で
し
た
。
し
か
し
、
今
年
よ
う
や

く
家
族
の
理
解
と
協
力
で
念
願
だ
っ
た
ス
キ
ー

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一

つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
ス
キ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
今
研
修
中
で
す
。
そ
し
て
大
き

な
夢
だ
っ
た
ス
キ
ー
一
級
を
今
シ
ー
ズ
ン
に
は

自
分
の
も
の
に
す
る
と
い
う
の
が
元
旦
に
た
て

た
私
の
目
標
で
す
。

　
主
婦
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
育

て
や
毎
日
の
生
活
な
ど
の"

主
婦"

と
い
う
立
場

以
外
の
場
で
、
夢
や
目
標
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
応
援
し
て
く
れ
る
家
族
や
そ
の

他
の
方
に
感
謝
を
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す

　
　 

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　
渡
辺
順
子

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
度
も
委
員
一
同
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2
0
0
5
年
は
ト
リ
年
、
た
く
さ
ん
幸
せ
を
皆

さ
ま
と
ト
リ
こ
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
事
で
す
が
、
９
年
ぶ
り
に
ス
キ
ー

を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
結
婚
し
て

子
育
て
や
家
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
、
毎
シ
ー

リ
レ
ー
こ
ら
む

リ
レ
ー
こ
ら
む

ぴゅあ富士エンパワーメントセミナー

「人を大切にする仕事起こし」
NPOについて学ぶ連続３回講座です。大勢の皆様の参加をお待ちしています。

◇日時及び内容
　　第1回   NPO入門～人を大切にする事業とは
   　　　　　　　平成１７年１月２７日（木）１９：３０～２１：００
　　第2回   現場に学ぶ～醍醐味と課題
　　　　　　　　平成１７年２月　３日（木）１９：３０～２１：００
 　　　　　　　　＊NPO法人「スペースふう」・NPO法人「生活介護支援くまちゃん」

　　　　　　　　　の代表からお話を聞きます。

　　第3回   具体的なアクションに向けて
　　　　 　　　  平成１７年２月１０日（木）１９：３０～２１：００
◇講　師　 都留文科大学社会学科教授　田中夏子さん(３回通して)
◇場　所　 ぴゅあ富士　山梨県立男女共同参画推進センター
◇対　象 　どなたでも参加できます。
◇その他　 参加は無料です。３回連続での受講が原則ですが、1回のみの受講も
　　　　　 可能です。託児をご希望の方は３日前までにお申し込みください。
◇参加・問い合わせ先　　ぴゅあ富士　男女共同参画推進センター
　　　　　　　　　　　  TEL　0554-45-1666　FAX　0554-45-1663

平
成
十
六
年
度
南
都
留
地
区
「
男
と
女
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

ひ
と

ひ
と
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「
富
士
山
」
を
ナ
ン
バ
ー
名
に
！

２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す

第
29
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
　
学
生
募
集

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
・
受
講
生
募
集

　
国
土
交
通
省
で
は
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
名
に
、

新
た
な
地
域
名
の
創
設
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
富
士
五
湖
広
域
の
市
町
村
で
は
、
日
本
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
富
士
山
を
地
域
の
ナ
ン
バ
ー
名
と
し
て
、
観
光

な
ど
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
創
設
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
創
設
に
は
地
域
住
民
の
熱
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
１
月
20
日
ま
で

に
広
域
全
体
で
無
作
為
抽
出
に
よ
り
、
二
千
名
ほ
ど
行

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
以
外
で
も
、
富
士
山
ナ
ン

バ
ー
に
対
す
る
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
ま
で

お
寄
せ
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合

　
農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
１
７
年
２
月
１
日
現
在
で
、

「
２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

　
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
関
係
者
の
方
々
を

訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
統
計
以

外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近
い
南
の
島
、
与
論
島
の
青

い
海
と
美
し
い
自
然
の
中
で
、
仲
間
と
助
け
合
う
こ
と

を
知
り
、
在
日
外
国
人
小
学
生
と
活
動
・
生
活
を
共
に

す
る
こ
と
で
言
語
や
習
慣
を
越
え
て
友
情
を
深
め
、
国

際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
第
一
歩
と
す
る
も
の
で
す
。
主

な
活
動
は
、
海
水
浴
、
さ
と
う
き
び
が
り
、
イ
カ
ダ
作

り
・
イ
カ
ダ
こ
ぎ
、
ハ
ー
レ
ー
船
大
会
な
ど
の
世
界
で

も
有
数
の
透
明
度
を
持
つ
海
で
の
活
動
や
南
の
島
独
特

の
文
化
を
体
験
す
る
活
動
、
そ
の
他
洞
窟
体
験
・
海
岸

で
野
宿
す
る
サ
バ
イ
バ
ル
コ
ー
ス
な
ど
で
す
。

■
期
　
間
　
３
月
27
日
（
日
）
～
４
月
２
日
（
土
）

■
場
　
所
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
島

■
定
　
員
　
小
学
生
４
０
０
名
（
小
学
２
年
生
～
６
年
生
）

■
締
　
切
　
３
月
７
日
（
月
）

■
費
　
用
　
約
12
万
円
程
度

●
申
込
先
　
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ
　
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
０
３
‐
３
３
５
４
‐
２
２
０
７

　
平
成
十
七
年
度
学
生
を
募
集
し
ま
す
。「
共
に
学
び
、

明
日
へ
の
生
き
が
い
を
つ
く
る
」
を
目
標
に
、
長
年
培

っ
て
き
た
知
識
や
技
能
を
さ
ら
に
磨
き
、
県
下
９
学
園

に
集
う
仲
間
と
と
も
に
、
山
梨
・
日
本
・
世
界
・
現
代

社
会
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
募
集
人
員
　
各
学
園
40
名
（
南
都
留
他
８
学
園
）

■
募
集
期
間
　
１
月
24
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
入
学
資
格
　
県
内
在
住
の
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の

　
　
　
　
　
　
方
で
、
健
康
で
学
習
意
欲
の
あ
る
方
。

■
終
業
年
限
　
2
ヵ
年

■
学
費
な
ど
　
基
本
学
習
費
等

●
問
合
せ
先
　
富
士
北
麓
・
東
部
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　
℡
　
0
5
5
4
‐
4
5
‐
7
8
2
1

　１
、
職
業
訓
練
６
ヶ
月
コ
ー
ス
　
機
械
科
・
服
飾
科

■
募
集
期
間
　
４
月
８
日
～
９
月
30
日

■
定
　
　
員
　
機
械
科
　
10
人
　
服
飾
科
　
15
人

■
応
募
資
格
　
求
職
者
（
原
則
と
し
て
公
共
職
業
安
定

　
所
に
求
職
を
申
込
ん
で
い
る
方
）

■
受

講

料
　
無
料
（
教
科
書
代
等
の
自
己
負
担
あ
り
）

■
訓
練
内
容
　
機
械
科
　
普
通
旋
盤
、
フ
ラ
イ
ス
盤
、

　
Ｎ
Ｃ
盤
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
に
よ
る
金
属
切
削
加

　
工
等
の
技
術
の
修
得

　
服
飾
科
　
採
寸
、
型
紙
作
り
か
ら
動
力
ミ
シ
ン
等
に

　
よ
る
洋
裁
技
能
の
習
得

■
募
集
期
間
　
１
月
24
日
～
２
月
28
日

２
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
講
座

■
日
　
程
　
３
月
３
、
４
、
７
、
８
、
10
、
11
日

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
８
時
50
分

■
定
　
員
　
20
名

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
内
　
容
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
の
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
ペ
ー
ジ
作
成
及
び
電
子
商
取
引
方
法

■
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
文
書
の
で
き
る
方

３
、
在
職
者
訓
練
講
座

　
　
在
職
者
訓
練
講
座
と
し
て
、
４
つ
の
講
座
が
４
月

　
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
各
講
座
と
も
２
月
初
旬
以
降
か

　
ら
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

　
①
新
入
社
員
講
座
、
②
第
２
種
電
気
工
事
士
・
筆
記

　
試
験
準
備
講
座
、
③
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
、
④
中
高

　
年
齢
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
編

●
問
合
先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
４
３
‐
８
９
１
１


